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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分析器において液体容量を移送する方法であって、該分析器は、第１の移動可能な移送
アームに取り付けられた、ピペットニードルを有するピペットデバイスと、第２の移動可
能な移送アームに取り付けられた反応容器用に構成された把持部とを含み、該方法は：
　（ａ）把持部を用いて反応容器を把持する工程と；
　（ｂ）ピペットデバイスを用いて、規定された液体容量を液体コンテナから取り出す工
程と；
　（ｃ）ピペットデバイスを反応容器の上方の位置に移す工程と；
　（ｄ）ピペットニードルを、把持部によって保持された反応容器中に、ピペットニード
ルが反応容器の内壁に接触しない位置まで垂直方向に下げる工程と；
　（ｅ）ピペットデバイスを、ピペットニードルの先端部が反応容器の内壁に接触するよ
うに水平方向に移す工程と；
　（ｆ）規定された液体容量を反応容器中に分注する工程と；
　（ｇ）ピペットデバイスを、ピペットニードルが反応容器の内壁に接触しない位置まで
水平方向に後退させる工程と；
　（ｈ）ピペットニードルを、把持部によって保持された反応容器から外に垂直方向に上
げる工程と
を含み、
　ここで、少なくとも工程（ｅ）から（ｇ）を実行する間、反応容器は把持部によって傾



(2) JP 6687501 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

斜位置に保持され、したがって反応容器の長手方向軸は、ピペットニードルの長手方向軸
に対して傾斜しており、
　ここで、工程（ａ）の把持部を用いた反応容器の把持は、収容位置にある垂直位置から
行われ、反応容器の傾斜位置は、把持部が水平方向に移る動きにより、反応容器が傾斜表
面に押し当てられることによって生じる、前記方法。
【請求項２】
　傾斜位置において、反応容器の長手方向軸は、ピペットニードルの長手方向軸に対して
５°から２０°の角度で傾斜している、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　反応容器は、少なくとも工程（ｄ）から（ｈ）を実行する間、把持部によって傾斜位置
に保持される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　把持部は、単一部片であり、かつ弾性的に変形可能である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　第１の移動可能な移送アームに取り付けられた、ピペットニードルを有する少なくとも
１つのピペットデバイスと、第２の移動可能な移送アームに取り付けられた反応容器用に
構成された把持部と、反応容器用の多数の収容位置とを含む自動分析器であって：
　（ａ）把持部を用いて反応容器を把持する工程と；
　（ｂ）ピペットデバイスを用いて、規定された液体容量を液体コンテナから取り出す工
程と；
　（ｃ）ピペットデバイスを反応容器の上方の位置に移す工程と；
　（ｄ）ピペットニードルを、把持部によって保持された反応容器中に、ピペットニード
ルが反応容器の内壁に接触しない位置まで垂直方向に下げる工程と；
　（ｅ）ピペットデバイスを、ピペットニードルの先端部が反応容器の内壁に接触するよ
うに水平方向に移す工程と；
　（ｆ）規定された液体容量を反応容器中に分注する工程と；
　（ｇ）ピペットデバイスを、ピペットニードルが反応容器の内壁に接触しない位置まで
水平方向に後退させる工程と；
　（ｈ）ピペットニードルを、把持部によって保持された反応容器から外に垂直方向に上
げる工程と
　（ｉ）少なくとも工程（ｅ）から（ｇ）を実行する間、反応容器を傾斜させ、したがっ
て該反応容器は、把持部によって傾斜位置に保持され、したがって反応容器の長手方向軸
は、ピペットニードルの長手方向軸に対して傾斜している工程と
を含む方法を制御する制御デバイスを含み、
　該自動分析器は、垂直線に対して傾斜した表面を有する要素をさらに含み、制御デバイ
スは、反応容器の傾斜位置が、把持部が水平方向に移る動きにより、反応容器が要素の傾
斜表面に押し当てられることによって生じるように構成される、前記自動分析器。
【請求項６】
　傾斜位置において、反応容器の長手方向軸は、ピペットニードルの長手方向軸に対して
５°から２０°の角度で傾斜している、請求項５に記載の自動分析器。
【請求項７】
　把持部は、単一部片であり、かつ弾性的に変形可能である、請求項５に記載の自動分析
器。
【請求項８】
　傾斜位置において、反応容器の長手方向軸は、ピペットニードルの長手方向軸に対して
９°から１５°の角度で傾斜している、請求項５に記載の自動分析機。
【請求項９】
　傾斜位置において、反応容器の長手方向軸は、ピペットニードルの長手方向軸に対して
９°から１５°の角度で傾斜している、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動分析器の分野に属し、分析器において液体容量を移送する方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　化学分析、法医学（ｆｏｒｅｎｓｉｃｓ）、微生物学、および臨床診断において通常使
用されている現行の分析器では、多数の試料を用いて多数の検出反応および分析を実施す
ることが可能である。多数の試験を自動化して実施することを可能とするために、測定セ
ル、反応容器（ｒｅａｃｔｉｏｎ　ｖｅｓｓｅｌ）、および試薬液コンテナを空間移送す
るための様々な自動機能デバイス、例えば、把持部機能（ｇｒｉｐｐｅｒ　ｆｕｎｃｔｉ
ｏｎ）を備えた移送アーム、輸送ベルト、または回転可能な輸送ホイールなどが求められ
、また、液体を移送するためのデバイス、例えばピペットデバイス（ｐｉｐｅｔｔｉｎｇ
　ｄｅｖｉｃｅ）なども求められる。こうした器具は中央制御ユニットを含み、この中央
制御ユニットは、対応するソフトウェアによって、所望の分析について、主に自発的に作
業工程を通して計画し作業することが可能である。
【０００３】
　そのような自動機能分析器で使用される分析法の多くは、光学技術に基づく。光度測定
（例えば、濁度測定（ｔｕｒｂｉｄｉｍｅｔｒｉｃ）、比濁測定（ｎｅｐｈｅｌｏｍｅｔ
ｒｉｃ）、蛍光測定（ｆｌｕｏｒｏｍｅｔｒｉｃ）、もしくは発光測定（ｌｕｍｉｎｏｍ
ｅｔｒｉｃ））または放射測定原理に基づいた測定システムが、特に普及している。これ
らの方法では、液体試料中の分析物の質的および量的検出を、分離工程を追加することな
く行うことが可能である。臨床関連パラメータ、例えば分析物の濃度または活性度（ａｃ
ｔｉｖｉｔｙ）などの決定は、多くの場合、患者から得られた体液の部分標本（ａｌｉｑ
ｕｏｔ）を、１つまたはそれ以上の試験試薬と、反応容器中で同時に、または順次混合す
ることによって生化学反応を開始させ、それによって試験容量の光学特性に、測定可能な
変化を生じさせることによって行われる。
【０００４】
　測定結果は、その後測定システムによって、記憶ユニットに送られ、評価される。その
後、分析器は、例えば、モニタ、プリンタ、またはネットワーク接続などの出力媒体を介
して、試料固有の測定値をユーザに送達する。
【０００５】
　試料液または試薬液の移送は、典型的には自動化されたピペットデバイスを用いて行わ
れる。そのようなピペットデバイスは一般に、移動可能な移送アームに垂直に配置され、
高さ調節が可能であり、かつポンプユニットに連結されたピペットニードル（ｐｉｐｅｔ
ｔｉｎｇ　ｎｅｅｄｌｅ）を含み、したがって、このピペットニードルによって所望容量
の液体をコンテナから取り出し、その液体を、別の位置にある目標コンテナに分注する（
ｄｉｓｐｅｎｓｅ）ことが可能となる。典型的には、ピペットニードルは、移送アームに
よって液体コンテナの上方の位置に移され、次いで液体コンテナ、およびその中にある液
体中に下げられる。所望容量を取り出した後、ピペットニードルは上方に駆動され、次い
で、水平方向に移動可能な移送アームによって、液体コンテナの上方、例えば反応容器、
または測定セルの上方の所望の目標位置へと駆動される。そこで、ピペットニードルは再
び下げられ、その液体量が分注される。
【０００６】
　ピペットニードルによって分注された液体容量の一部分が、付着力のためピペットニー
ドルの先端部に付着し続けた結果、ピペット操作が不正確になることがあることが知られ
ている。こうした付着は、特にマイクロリットルの範囲の容量をピペット操作するときに
、反応容量の組成が不正確になり、誤った測定結果を生じる場合、深刻な結果をもたらし
得る。
【０００７】
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　そのような不正確なピペット操作を回避するために、典型的には、液体がピペットニー
ドルの先端に付着することが回避されるように、液体容量を容器の内壁に対してピペット
操作するという試みがなされている。
【０００８】
　従来技術では、この目的で、例えば、僅かに湾曲した先端部を有するピペットニードル
が使用されている。しかし、そのようなピペットニードルでは、例えば、チューブキャッ
プを穿孔するのにすら使用することができないため、こうしたピペットニードルは有用性
が限られるという欠点を有する。
【０００９】
　試薬液を試料液に添加するときの気泡を回避する別の方法では、ピペット操作は、ピペ
ットニードルが反応容器の中央に垂直方向に下げられ、次いで水平方向に移動するように
制御され、したがってピペットニードルの先端部が反応容器の垂直な内壁に、長手方向に
垂直に接触することになり、次いでこの位置で、液体容量が分注される（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】ＷＯ－Ａ１－２０１５／０７９８２９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって、本発明の目的は、自動分析器において高精度のピペット操作を達成するこ
とを可能とする手段、および方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この目的は、傾斜位置で保持されたピペットニードルによって、液体容量が中に分注さ
れる容器、したがって容器の長手方向軸がピペットニードルの長手方向軸に対して傾斜し
た容器によって実質的に達成される。ピペットニードル先端部は、次いで容器の内壁へと
水平に駆動され、ピペットニードル先端部が容器内壁に接触している間、液体が分注され
、液体の分注後、ピペットニードル先端部は、容器の内壁から水平方向に離れて動き、そ
の後容器から外に垂直に上げられる。
【００１３】
　ピペットニードル先端部が、傾斜した容器の壁の方へと水平方向に、またそこから水平
方向に離れて動くことによって、分注された液体が容器に付着することが確実に改善され
、それによって液体移送の精度が上がることが判明した。
【００１４】
　したがって、本発明は、第１の移動可能な移送アームに取り付けられた、ピペットニー
ドルを有する少なくとも１つのピペットデバイスと、第２の移動可能な移送アームに取り
付けられた反応容器用把持部とを含む分析器において液体容量を移送する方法を提供する
。本方法は、
　ａ）把持部を用いて反応容器を把持する工程と；
　ｂ）ピペットデバイスを用いて、規定された液体容量を液体コンテナから取り出す工程
と；
　ｃ）ピペットデバイスを反応容器の上方の位置に移す工程と；
　ｄ）ピペットニードルを、把持部によって保持された反応容器中に、ピペットニードル
が反応容器の壁に接触しない位置まで垂直方向に下げる工程と；
　ｅ）ピペットデバイスを、ピペットニードルの先端部が反応容器の内壁に接触するよう
に水平方向に移す工程と；
　ｆ）規定された液体容量を反応容器中に分注する工程と；
　ｇ）ピペットデバイスを、ピペットニードルが反応容器の壁に接触しない位置まで水平
方向に後退させる工程と；
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　ｈ）ピペットニードルを、把持部によって保持された反応容器から外に垂直方向に上げ
る工程と
を含む。
【００１５】
　本方法は、少なくとも方法工程ｅ）からｇ）を実行する間、すなわちピペットニードル
先端部が反応容器の内壁に接触しているとき、液体を分注しているとき、かつピペットニ
ードル先端部と、容器の内壁との接触が係合解除しているとき、反応容器は把持部によっ
て傾斜位置に保持され、したがって反応容器の長手方向軸は、ピペットニードルの長手方
向軸に対して傾斜していることをさらに特徴とする。
【００１６】
　傾斜位置において、好ましくは、反応容器の長手方向軸は、ピペットニードルの長手方
向軸に対して５°から２０°、好ましくは９°から１５°、特に非常に好ましくは１２°
傾斜している。この範囲の傾斜角によって、液体がピペットニードル先端部の外側に付着
することも、容器の壁に液滴が形成されることも確実になくなるが、代わりに分注された
液体容量は、容器の壁に沿って反応容器のベースの方向へと下方に完全に流れ落ちること
になる。
【００１７】
　反応容器は、さらなる方法工程中も同様に、把持部によって傾斜位置に保持することが
できる。あるいは、反応容器は、把持部によって傾斜位置に保持され、少なくとも方法工
程ｄ）からｈ）を実行する間、すなわちピペットニードルを、把持部によって保持された
反応容器中に垂直方向に下げている間、前記容器は既に前記位置に保持され、かつピペッ
トニードルを、把持部によって保持された反応容器から外に垂直方向に上げている間、前
記容器は前記位置に保持し続けられる。
【００１８】
　少なくとも方法工程ｃ）からｈ）については、記載の順序で行うことが実際的である。
しかし、方法工程ａ）およびｂ）またはａ）およびｃ）については、時間に関して互いに
独立に行うこと、すなわち同時に、順次、または一時的に重複して行うことが可能である
。
【００１９】
　ピペットデバイスまたは把持部など、様々な機能ユニットを空間移送するための移動可
能な移送アームは、直線的に移動可能に、あるいは旋回するように設計することができる
。
【００２０】
　ピペットニードルは、中央中空チャネルを有する実質的に円柱状の中空針である。ピペ
ットニードルの遠位端には、典型的には、中空チャネルの出口開口部もまた設けられ、こ
の遠位端をピペットニードル先端部とも称する。
【００２１】
　「反応容器用把持部」とは、反応容器を把持し、保持し、かつ解放することを可能とす
るデバイスを意味するものと理解されたい。好ましくは、反応容器は、把持部を用いた形
状嵌め対（ｆｏｒｍ－ｆｉｔｔｉｎｇ　ｐａｉｒｉｎｇ）、または圧力嵌め対（ｆｏｒｃ
ｅ－ｆｉｔｔｉｎｇ　ｐａｉｒｉｎｇ）によって把持され、保持され、かつ解放される。
１本指、２本指、または多本指の把持部として、剛性、剛性／関節式、または弾性に設計
することができる機械的把持部が好ましい。適切な把持部が、例えば、ＥＰ－Ａ２－２３
０８５８８またはＥＰ－Ａ１－０７４２４３５に記載されている。
【００２２】
　本方法の好ましい変形形態では、反応容器用把持部は、単一部片として、かつ弾性的に
変形可能に設計される。この設計によって、把持部を十分な力で動かして反応容器に押し
当てたときに、スナップ効果（ｓｎａｐｐｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）による把持が可能とな
る。把持部を開くために必要となる係合解除力（ｄｉｓｅｎｇａｇｅｍｅｎｔ　ｆｏｒｃ
ｅ）さえ克服すれば、挟まれていた（ｅｎｃｌｏｓｅｄ）反応容器は解放される。
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【００２３】
　自動分析器に通常使用される反応容器は、管状かつ開口部を有するように設計される。
反応容器は、様々な断面形状を有することができ；例えば、円形、楕円形、三角形、長方
形、または正方形の断面形状を有することができる。本発明の文脈における「反応容器」
は、規定された光学特性を有する測定セル、およびキュベット（ｃｕｖｅｔｔｅ）も意味
し、したがって分光測定、蛍光測定、発光測定、または他の光学解析技術に適することを
明白に理解されたい。反応容器は、プラスチックからなり、単回使用向けとすることがで
きる。あるいは、反応容器はまた、ガラスからなることもできる。
【００２４】
　工程ａ）の把持部を用いた反応容器の把持は、典型的には収容位置にある反応容器の垂
直位置から行われる。自動分析器は、可動式の培養ユニット（ｉｎｃｕｂａｔｉｏｎ　ｕ
ｎｉｔ）を有することが多く、培養ユニットは、いずれの場合も、個々の反応容器を収容
するための多数の収容位置を有する。開口部が上方に向いた垂直位置は、使用中の反応容
器の通常の位置であり、これは反応容器が液体容量を収容予定である、または液体容量を
既に含んでいるからである。
【００２５】
　本発明による方法の好ましい実施形態では、反応容器の傾斜位置は、把持部が水平方向
に移る動きにより、反応容器が傾斜表面に押し当てられることによって生じる。前記実施
形態は、傾斜運動を実行し、制御するのに、複雑な手段を取る必要がなく、特に簡単に実
行できる。傾斜表面は、例えば、垂直線に対して傾斜し、かつ把持部の行程経路に取り付
けられた、簡単で平坦な壁状の構成要素、例えば分析器のベースプレートによって形成す
ることができる。あるいは、分析器の既存の構成要素の一部分、例えば、ピペットニード
ル用洗浄台（ｗａｓｈ　ｓｔａｔｉｏｎ）の外壁、またはスタンドアームの脚部などを、
傾斜表面として容易に設計することができる。いずれの場合も、表面の勾配は、反応容器
が所望の傾斜位置に案内されるように選択しなければならない。前記実施形態は、好まし
くは、弾性的に変形可能な把持部と組合せ可能であり、この把持部は、反応容器が、十分
な力で傾斜表面に押し当てられたときに、前記反応容器を垂直位置から傾斜位置へと動か
すことが可能であり、かつ反応容器が傾斜表面から離れて動くときに、前記反応容器を傾
斜位置から垂直位置に戻すことが可能である。
【００２６】
　本発明による方法の別の実施形態では、反応容器の傾斜位置は、把持部の傾倒運動（ｔ
ｉｐｐｉｎｇ　ｍｏｖｅｍｅｎｔ）によって生じる。前記実施形態は、好ましくは、制御
可能な接合部を含む把持部と組合せ可能である。
【００２７】
　反応容器の傾斜位置は、好ましくは、ピペットニードルを、把持部によって保持された
反応容器中に垂直に下げる前、または下げている間に生じさせる。
【００２８】
　液体の分注が完了し、ピペットデバイスを、ピペットニードルが反応容器の壁にもはや
接触しない位置まで後退させた後、反応容器を垂直位置に戻す。この操作は、ピペットニ
ードルを反応容器から外に垂直方向に上げる前、または上げている間にも行うことができ
る。
【００２９】
　本発明は、第１の移動可能な移送アームに取り付けられた、ピペットニードルを有する
少なくとも１つのピペットデバイスと、第２の移動可能な移送アームに取り付けられた反
応容器用把持部と、反応容器用の多数の収容位置とを含み、かつ本発明による、上述の液
体容量を移送する方法を制御するように構成された制御デバイスを含む自動分析器をさら
に提供する。
【００３０】
　好ましくは、制御デバイスは、
　ａ）把持部を用いて反応容器を把持する工程と；
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　ｂ）ピペットデバイスを用いて、規定された液体容量を液体コンテナから取り出す工程
と；
　ｃ）ピペットデバイスを反応容器の上方の位置に移す工程と；
　ｄ）ピペットニードルを、把持部によって保持された反応容器中に、ピペットニードル
が反応容器の壁に接触しない位置まで垂直方向に下げる工程と；
　ｅ）ピペットデバイスを、ピペットニードルの先端部が反応容器の内壁に接触するよう
に水平方向に移す工程と；
　ｆ）規定された液体容量を反応容器中に分注する工程と；
　ｇ）ピペットデバイスを、ピペットニードルが反応容器の壁に接触しない位置まで水平
方向に後退させる工程と；
　ｈ）ピペットニードルを、把持部によって保持された反応容器から外に垂直方向に上げ
る工程と；
　ｉ）少なくとも方法工程ｅ）からｇ）を実行する間、反応容器を傾斜させ、したがって
反応容器は、把持部によって傾斜位置に保持され、したがって反応容器の長手方向軸がピ
ペットニードルの長手方向軸に対して傾斜している工程と
を含む方法を制御するように構成される。
【００３１】
　反応容器の傾斜は、好ましくは、ピペットニードルを、把持部によって保持された反応
容器中に垂直に下げる前、または下げている間に行われる。
【００３２】
　本発明による分析器は、好ましくは、垂直線に対して傾斜した表面を有する要素と、反
応容器の傾斜位置が、把持部が水平方向に移る動きにより、反応容器が要素の傾斜表面に
押し当てられることによって生じるようにさらに構成された制御システムとを含む。
【００３３】
　垂直線に対して傾斜した表面を有する要素は、例えば、把持部の行程経路に取り付けら
れた、簡単で平坦な壁状の構成要素、例えば分析器のベースプレートによって形成するこ
とができる。あるいは、分析器の既存の構成要素の一部分、例えば、ピペットニードル用
洗浄台の外壁、またはスタンドアームの脚部などを、傾斜表面として容易に設計すること
ができる。いずれの場合も、表面の勾配は、反応容器が所望の傾斜位置に案内されるよう
に選択しなければならない。前記実施形態は、好ましくは、弾性的に変形可能な把持部の
使用と組合せ可能であり、この把持部は、反応容器が、十分な力で傾斜表面に押し当てら
れたときに、前記反応容器を垂直位置から傾斜位置へと動かすことが可能であり、かつ反
応容器が傾斜表面から離れて動くときに、前記反応容器を傾斜位置から垂直位置に戻すこ
とが可能である。
【００３４】
　自動分析器の別の実施形態では、反応容器用把持部は、制御可能な接合部を含み、制御
システムは、反応容器の傾斜位置が、接合部の動きにより生じる把持部の傾斜運動によっ
て生じるようにさらに構成される。
【００３５】
　本発明について、図面を用いて以下で説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明による自動分析器を示す図である。
【図２】本発明によるピペット操作を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　すべての図において、同じ部材には、同じ参照符号が付されている。
【００３８】
　図１は、いくつかの構成要素をその中に含む自動分析器１の概略図である。ここでは、
自動分析器１の基本機能を説明するために、最も重要な構成要素のみ、非常に簡略的に示
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し、各構成要素の個々の部材についてはここでは詳細には示していない。
【００３９】
　自動分析器１は、血液または他の体液の多種多様な分析を、完全に自動化して、こうし
た分析のためにユーザによる活動を必要とせずに実施するように設計されている。一方、
ユーザに求められる介入は、保守または修理、および補充作業、例えば、キュベットに補
充する必要がある場合、または液体容器を交換する必要がある場合などに限られる。
【００４０】
　患者の試料は、詳細には示されていないが、搬送台の送出しトラック（ｆｅｅｄ　ｔｒ
ａｃｋ）２を介して自動分析器１に送られる。各試料について実行予定の分析に関する情
報は、例えば、試料容器に取り付けられ、自動分析器１で読み取られるバーコードによっ
て転送することができる。第１のピペットデバイス３を用い、ピペットニードルによって
試料の部分標本を試料容器から取り出す。
【００４１】
　試料の部分標本は、やはり詳細には示されていないキュベットに送られ、これらのキュ
ベットは、３７℃の温度に調節された回転可能な培養ユニット５の収容位置４に、垂直位
置に配置されている。キュベットは、キュベット収納コンテナ６から取り出される。様々
な試薬液を収容している試薬容器（ｒｅａｇｅｎｔ　ｖｅｓｓｅｌ）８が、約８～１０℃
に冷却された試薬容器収納コンテナ（ｒｅａｇｅｎｔ　ｖｅｓｓｅｌ　ｓｔｏｒａｇｅ　
ｃｏｎｔａｉｎｅｒ）７に保管されている。試薬液をキュベットに移送するには、旋回式
移送アーム１０に取り付けられた、高さ調節可能な把持部１１を用いてキュベットを培養
ユニット５から取り出し、垂直線に対して約１２°傾斜した表面を有する構成要素１２に
移す。キュベットは、構成要素１２の傾斜表面に押し当てられるため、キュベットは、傾
斜位置に案内される。試薬液は、第２のピペットデバイス９のピペットニードルによって
試薬容器８から取り出され、キュベットに分注され、このキュベットには、反応容量とな
るように試料の部分標本が既に収容され、構成要素１２に押し当てられている。反応容量
を収容したキュベットは、輸送されて培養ユニット５に戻され、把持部１１によって収容
位置４まで下げられセットされる。培養時間後、反応容量を収容したキュベットは、把持
部を有する図示していない第２の移送アームによって、培養ユニット５から光度測定ユニ
ット１３に輸送され、ここで反応容量の吸光度が測定される。
【００４２】
　洗浄台１４が、ピペットデバイス３、９のピペットニードルの洗浄のために設けられて
いる。各ピペット操作後、ピペットデバイス３、９は各々、洗浄台１４に移され；ピペッ
トニードルが下げられ洗浄される。
【００４３】
　全プロセスとも、例えばデータケーブルを介して接続されたコンピュータなどの制御ユ
ニット２０によって制御され、この制御ユニット２０は、詳細には示されていないが、自
動分析器１およびその構成要素内の多数のさらなる電子回路およびマイクロプロセッサに
よってサポートされている。
【００４４】
　図２は、詳細には示されていないが、本発明による、自動分析器において液体容量を移
送する方法のいくつかの工程を示す概略図である。パートＡは、把持部１１によって保持
されたキュベット３０を示し、このキュベット３０は、詳細には示されていないが、把持
部１１が取り付けられた移送アームが、矢印方向、すなわち水平方向に動いた結果、垂直
線に対して１２°傾斜した表面３３を有する構成要素１２の方に動かされる。ピペットニ
ードル３４が、キュベット３０の開口部の上方の位置に既に位置し、このピペットニード
ル３４は、試薬容器からある容量の試薬液を取り出すために既に使用されたものである。
キュベット３０は、傾斜表面３３を有する構成要素１２の方向に、その傾斜表面３３に押
し当てられるまで動かされる。この様子がパートＢに示されている。キュベット３０が傾
斜位置になったときにだけ、ピペットニードル３４は、把持部１１によって保持されたキ
ュベット３０中に、垂直方向に下げられる。パートＣに示すように、ピペットニードル３
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る。その後、ピペットニードル３４は、ピペットニードル３４の先端部が、キュベット３
０の内壁に接触するまで水平方向に移される。パートＤに示すように、試薬液は、この位
置でのみ、すなわちピペットニードル先端部が容器の壁に接触しているときのみ、ピペッ
トデバイスによってキュベット３０中に分注される。パートＥに示すように、ピペットニ
ードル３４は、移送予定の全液体容量が分注された後にのみ、ピペットニードル３４がキ
ュベット３０の壁にもはや接触しない位置まで水平方向に後退される。最後に、パートＦ
に示すように、ピペットニードル３４は、把持部１１によって保持されたキュベット３０
から外に垂直方向に動かされ、このキュベット３０を、培養ユニットに、または直接測定
ユニットに輸送することができる。
【符号の説明】
【００４５】
　１　分析器
　２　送出しトラック
　３　ピペットデバイス
　４　収容位置
　５　培養ユニット
　６　キュベット収納コンテナ
　７　試薬容器収納コンテナ
　８　試薬容器
　９　ピペットデバイス
　１０　移送アーム
　１１　把持部
　１２　傾斜した表面を有する構成要素
　１３　測定ユニット
　１４　洗浄台
　２０　制御ユニット
　３０　キュベット
　３３　傾斜表面
　３４　ピペットニードル
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